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テムの成立と考えられ,Higham は鉄 ･塩の交易 ･
農業生産の増大といった要因が基盤であったこと
を推定しているが,私の調査結果からもうなずけ
る｡
GeneralPeriodC末-Dについては,第5章 ｢国
家 (マンダラ)の発展｣において,いかにして東
南アジアに高度階層化 ･中央集権化社会が形成さ
れたかが考察され,GeneralPeriodDについては,
第6章 ｢アンコール国家 (マンダラ)｣において扱
われる｡
本書は著者自身の調査成果に立脚したかけがえ
のない書であるが,ベ トナムに関する項はベ トナ
ム側の見解に立脚することが多く,自身のフィー
ルドであるタイについての部分と比較すると,や
や生彩に欠ける｡東南アジアを考える場合,どう
しても中国南部との関係を抜きには語れないが,
それがないのはいかにも惜しい.また,Higham は
欧米の研究者としては珍しく型式学を軽視しない
考古学者だが,日本人考古学者の型式学が加われ
ば,さらに強固な内容になろう｡東南アジア考古
学の研究者の中には,型式学は時代遅れの方法で
あり,自然科学的方法の援用こそが先進的という
皮相な考えの持ち主が多いのは困ったものである｡
High am がいうように,｢もの｣こそが社会の多様
な段階を示すのであり,そのためには型式学の役
割がきわめて重要であることを理解しなければな
らない｡
本書に引き続いて,中国 ･インドをも視野にい
れた東南アジア全域の考古学を論じた書が書かれ
ることを期待したい｡
(新田栄治 ･鹿児島大学)
